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１ ～未来の農地は誰が守る～
次世代総点検運動で産地の現状調査

農業生産基盤再構築のカギは協同組合運動の主役である組合員
　5 年後、10 年後の農地を誰がどのように守っていくか。この最重要課題に対して当ＪＡでは、
2022-2024  3 ヶ年計画で掲げた「次世代総点検運動」の取り組みを進めています。農家個別の経営
意向を聞き取り、将来の農地利用点検を進め、計画的な担い手の育成・確保を目指します。昨年 12 月、
先行して約 700 戸の全果樹農家に調査に協力いただき、約 9 割の方から回答を頂きました。9 月か
らは土地利用型農家を対象に同ＪＡ食糧専門委員会や農家組合長などの協力を得て意向調査を進め
てまいります。今後、調査結果を基にした地域農業ビジョンを策定し、将来の発展を支える強固な
農業生産基盤の再構築を図ります。
　この意向調査は、農業経営基盤強化促進法の一部改正に伴う地域計画（目標地図）の策定に向け
ても活用させていただきます。

取り組みの背景

①日本の農業就業者数は、2030 年には 131 万人と、2015 年から 77 万人減少し（※農林水産省「農業労
働力の見通し」より）、うち４９歳以下が３５万人から２８万人に減少する見通しで担い手の育成・確
保は至上命題です。

②人口減少や高齢化などにより「地域農業の担い手」が減少することで産地の衰退や耕作放棄地の増大、
農地の多面的機能の喪失など様々な影響が懸念されます。

次世代総点検運動の目的と４つのポイント

「次世代総点検運動」とは、担い手の年齢構造
や後継者等の状況等を総点検し、確保すべき次
世代の組合員数などの目標を設定し、事業承継
等の個別支援や新規就農者の育成・定着を支援
することで、次世代の担い手の確保・育成を目
的としています。

昨年 12 月に先行して実施した意向調査の結
果は各果樹部会で共有し、産地を次代に確実に
継承するための話し合いを進めております。

データベース化により、意
向マッチング・拡大希望者・
ニーズ別出向く・後継者リ
スト等の課題別の推進台帳
を整備します。

個人別のニーズをくみ取り、巡回指導
に役立て、全体的な統計により JA の
事業計画に反映します。

後継者有無、5 年
後・10年後の意向、
将来の土地動向な
どを把握します。

年齢、経営形態、従
事者数、面積、販売
状況、貸出面積など
を把握します。

次世代

総点検

運動

現在の

経営状況

の把握

将来の

意向を

把握

ＪＡへの

ニーズを

把握

課題別

推進台帳

を作成
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●次世代総点検運動の全体像

●地域農業振興ビジョン、中期3ヶ年計画、次世代総点検の相関について

JA の組織・事業の基礎である組合員の減少 地域事業の担い手である農業従事者等の減少

次世代総点検運動の目指すもの 「次世代組合員」を計画的かつ確実に創出すること

●現場感に裏打ちされたKPI の設定が必要
●既存組合員の理解と思案が必要（個別支援の正当性・中長期的展望の共有）
●個別支援でアプローチするターゲットの具体化が必要

納得感ある数値目標 臨機応変な個別支援 JAの強みとなる数値目標× ×
➢ KPI の地域農業振興計画等への反映
➢事業目標・職務目標への紐付け
➢支援担当部署・担当者の明確化

➢支援施策の体系化（総合事業提案）
➢支援対策者の明確化
➢支援対策者と施策のマッチング

地域農業振興ビジョン 地域計画

地区もしくは品目を１つの単位として、１単位の現状（生産者、年齢構成、面積、出荷量、販売金額等）を把握し、
将来の成り行きを予測したうえで、組合員との話し合いをもとに課題を抽出して、おおむね５年後におけるあ
りたい姿を描き、取り組むべき事項を明確にします。

ＪＡ中期3ヶ年
計画への反映

構造・経営意向分析
結果の提供

ＪＡへの要望
ニーズの反映

支援リスト・推進
リストへの反映

ＪＡ農業振興ビジョン

ＪＡ中期３ヶ年計画
（農業振興分野）

次世代総点検

ＪＡ単年度計画

１単位ごと組合員に対して、アンケート調査
や聞取調査を実施して、現状や経営意向、後
継者有無、ＪＡへの要望などの情報を収集し、
産地・地区単位での構造や経営意向分析のほ
か、経営意向別、ニーズ別の組合員リスト、
後継者リスト等を作成します。

次世代総点検を実施することにより、
①地域農業振興ビジョンの検討情報の提供
②３ヶ年計画検討のための土台づくり
③単年度計画実施のための組合員リストを

作成することが可能となる。

厳しさが予想される地域農業の将来ビジョンについて、協同組合運動の主役である組合員自身が真剣に考え
実践することが重要なポイントとなります。
　組合員とＪＡ役職員が産地の未来について危機感を共有し、確保すべき次世代の組合員数などの目標や将来
像について徹底的に議論し、多様な意見を反映させた地域農業振興計画等を策定します。
　今後、農業を志す人を就農までスムーズに導くことが重要で、栽培技術や農地、農業機械、住居など幅広い
支援が必要な新規就農者に、地域を挙げて対応することが求められます。
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安全・安心！！  健康農作物づくり  
豊かな安曇野の大地が育てる安全・安心な自然の恵み。皆さんと一緒に元気な農業をお手伝い！

今
年
は
、
空
梅
雨
傾
向
で
梅
雨
明
け

後
も
、
高
温
に
よ
り
出
穂
時
期
が
早
ま

り
昨
年
よ
り
、
収
穫
時
期
も
早
く
な
り

そ
う
で
す
。
収
穫
作
業
が
遅
れ
な
い
よ

う
に
早
め
に
機
械
等
の
点
検
・
整
備
を

行
い
、
適
期
収
穫
を
し
ま
し
ょ
う
！

１
．
落
水
時
期

落
水
が
早
す
ぎ
る
と
粒
張
り
が
悪

く
収
量
・
品
質
が
低
下
、
ま
た
胴
割
れ

米
の
発
生
に
も
繋
が
る
の
で
適
期
に
落

水
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
落
水
は
、
出
穂

後
35
日
～
40
日
を
目
安
と
し
、
土
壌
や

圃
場
条
件
等
を
考
慮
し
て
決
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
落
水
後
、
高
温
や
田
面
が
乾

き
す
ぎ
る
場
合
は
、
走
り
水
を
行
い
根

の
老
化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

２
．
適
期
収
穫

刈
取
時
期
が
遅
れ
る
と
胴
割
れ
米
の

原
因
と
な
り
、品
質
低
下
を
招
く
た
め
、

適
期
収
穫
が
重
要
で
す
。
適
期
収
穫
の

判
定
は
、
帯
緑
色
籾
歩
合
で
判
定
し
刈

遅
れ
の
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　※
帯
緑
色
籾
歩
合

緑
色
の
籾
が
１
穂
内
に
占
め
る
割
合

の
こ
と
で
、帯
緑
色
籾
歩
合
が
10
％
に

な
っ
た
ら
刈
取
り
を
始
め
、２
％
に
な
る

ま
で
に
収
穫
を
終
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。ま
た
、出
穂
後
の
積
算
温
度
に
よ
っ

て
収
穫
時
期
を
予
測
し
、収
穫
作
業
の
準

備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。コ
シ
ヒ
カ
リ
は
積
算

温
度
１
０
０
０
℃
が
目
安
で
す
。そ
の
前
後

５
日
間
が
収
穫
適
期
と
な
り
ま
す
。

３
．
乾
燥
調
製

水
分
ム
ラ
、胴
割
れ
米
、異
種
穀
粒
、異

物
、異
品
種
の
混
入
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

★
刈
取
っ
た
生
籾
は
速
や
か
に
乾
燥
機
に

入
れ
通
風
し
ま
す

★
乾
燥
ム
ラ
・
水
分
変
動
に
注
意
！

　

こ
ま
め
に
水
分
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
籾
が

常
温
に
な
っ
て
か
ら
水
分
測
定
し
ま

し
ょ
う
。

★
乾
燥
時
の
胴
割
れ
米
に
注
意
！

　

急
激
な
乾
燥
作
業
は
、
胴
割
れ
米
発
生

の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
乾
燥
す
る

時
は
３
～
４
時
間
程
度
常
温
通
風
し
て

か
ら
乾
燥
作
業
に
入
り
ま
し
ょ
う
。

★
籾
摺
り
調
製
作
業
！

　

乾
燥
終
了
後
、穀
温
が
常
温
に
な
っ
て
か

ら
籾
摺
り
作
業
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。

　

収
穫
時
期
を
迎
え
、
何
か
と
多
忙
な
時

期
と
な
り
ま
す
。
無
理
や
不
注
意
が
重
大

な
事
故
に
繋
が
り
ま
す
。
機
械
の
事
前
整

備
・
点
検
を
十
分
に

行
い
、
安
全

作
業
を
心

が
け
て

下
さ
い
。

適
期
収
穫
と
収
穫
後
管
理

　

り
ん
ご
に
梨
、
ぶ
ど
う
と
各
品
目
で
収

穫
が
続
き
ま
す
。
今
年
は
病
気
・
害
虫
共

に
多
発
し
て
お
り
、
ロ
ス
や
品
質
低
下
な

ど
が
み
ら
れ
ま
す
の
で
品
種
ご
と
の
熟
期

に
注
意
し
、適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

１
．
り
ん
ご

　

つ
が
る
の
収
穫
が
終
盤
と
な
り
ま
す
。

収
穫
遅
れ
に
な
ら
な
い
よ
う
作
業
を
進
め

て
下
さ
い
。
中
晩
生
種
は
収
穫
前
管
理
が

始
ま
り
ま
す
。
十
分
な
着
色
を
得
る
た
め

に
、
葉
摘
み
前
に
徒
長
枝
切
り
や
枝
吊
り

を
実
施
し
て
樹
冠
内
部
ま
で
日
が
当
た
る

よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト

で
極
端
に
着
色
が
早
い
も
の
は
心
カ
ビ
が

疑
わ
れ
ま
す
の
で
除
去
し
て
下
さ
い
。
収

穫
終
了
し
た
品
種
か
ら
礼
肥
を
施
肥
し
ま

し
ょ
う
。

２
．
な
し

　

各
品
種
の
収
穫
が
続
き
ま
す
の
で
、
適

期
収
穫
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
収
穫

が
終
わ
り
ま
し
た
ら
礼
肥
を
施
肥
し
て
下

さ
い
。

３
．
ぶ
ど
う

　

多
く
の
大
粒
種
の
収
穫
期
と
な
り
ま

す
。
成
熟
具
合
を
確
認
し
、
適
期
収
穫
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
期
に
雨
が
多
い

と
粒
の
付
け
根
な
ど
で
裂
果
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
下
さ

い
。

４
．
も
も

　

晩
生
種
の
収
穫
終
了
後
、
礼
肥
を

施
肥
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
穿
孔
細

菌
病
対
策
と
し
て
収
穫
後
防
除
を
実

施
し
て
下
さ
い
。（
Ｉ
Ｃ
ボ
ル
ド
ー

４
１
２
な
ど
を
９
月
中
旬
よ
り
２
～

３
回
散
布
）

５
．
プ
ル
ー
ン
・
す
も
も

　

晩
生
種
の
収
穫
期
に
な
り
ま
す
。成

熟
具
合
を
確
認
し
適
期
収
穫
に
努
め

て
下
さ
い
。不
自
然
に
柔
ら
か
い
果
実

は
過
熟
や
小
さ
な
虫
の
食
入
・
吸
害
痕

な
ど
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。収
穫
終
了

後
は
礼
肥
を
施
肥
し
、強
樹
勢
樹
の
誘

引
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

　

各
品
目
で
収
穫
が
続
き
ま
す
。
防

除
の
際
は
隣
接
園
主
に
収
穫
予
定
を

確
認
し
た
り
、
登
下
校
で
の
子
供
の

往
来
な
ど
へ
の
飛
散
に
注
意
し
て
防

除
を
実
施
し
て
下
さ
い
。

（
豊
科
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー　

青
柳
安
定
）

（
果
実
課　

小
林
鷹
文
）
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営農メモあづみ野豊穣

１ 

え
の
き
た
け
Ｉ
Ｑ
―
２
の

　

管
理
に
つ
い
て

今
年
も
、Ｉ
Ｑ
―
２
の
栽
培
と
な
り

ま
す
。昨
年
の
８
月
頃
か
ら
飯
山
系
統

（
Ｉ
Ｗ
）に
切
り
替
わ
り
１
年
が
経
過

し
ま
し
た
。ま
た
系
統
に
つ
い
て
は
、週

毎
違
っ
た
系
統
が
供
給
さ
れ
、系
統
ナ
ン

バ
ー
は
Ｑ
１
～
Ｑ
52
で
１
年
分
と
な
っ
て

い
ま
す
。以
前
と
母
菌
の
供
給
元
は
変

わ
っ
て
も
基
本
的
な
形
質
、栽
培
特
性
は

変
わ
ら
ず
、比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｑ
―
２
の
特
徴
と
し
て
は
、【
乾

き
に
弱
い
】【
抑
制
が
効
き
や
す
い
】、特

に
、乾
燥
に
よ
り
傘
の
着
色
、培
地
の
首

切
れ
、生
育
遅
れ
の
発
生
し
や
す
い
特

徴
が
あ
り
ま
す
が
、非
常
に
生
産
性
の

高
い
品
種
で
す
。　

ま
た
、Ｉ
Ｑ
―
２
は
菌
床
剥
離
が
多

く
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。対
策
と
し
て

は
、菌
か
き
後
、原
基
形
成
直
前
（
３
～

５
日
）に
光
照
射
を
行
い
ま
す
が
、菌
床

面
が
乾
燥
し
に
く
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、季
節
栽
培
の
方
は
部
屋
掃
除
、

機
器
の
点
検
、調
整
を
行
い
１
週
間
程

度
前
に
は
生
育
室
の
環
境
を
整
え
て

培
養
基
を
導
入
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。

特
に
高
温
期
の
栽
培
は
芽
だ
し
、な
ら

し
、抑
制
初
期
の
乾
燥
が
原
因
で
生
育
、品

質
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、生
育
の
遅

れ
や
不
揃
い
、水
キ
ノ
コ
、着
色
等
の
品
質

低
下
を
招
き
ま
す
。

２ 

ぶ
な
し
め
じ
の
試
験
品
種

　
「
長
野
農
工
研
Ｂ
―
６
号
」に
つ
い
て

昨
年
か
ら
新
品
種
「
長
野
農
工
研
Ｂ
―

４
号
」の
栽
培
が
始
ま
り
10
ケ
月
ほ
ど
経
過

し
ま
し
た
。現
状
、特
色
を
生
か
し
た
栽
培

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
、新
た
に
試

験
品
種
と
し
て「
長
野
農
工
研
Ｂ
―
６
号
」

の
試
験
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。培
養
期
間

（
60
日
～
）生
育
期
間（
22
日
）
は
Ｂ
―
４

に
比
べ
て
培
養
期
間
、生
育
期
間
共
に
長
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、Ｎ
Ｎ
―
12
に
比
べ
れ
ば

短
期
培
養
、生
育
は
同
等
で
、高
品
質
で
保

存
性
に
優
れ
て
い
ま
す
。Ｎ
Ｎ
―
12
の
後
継

品
種
と
し
て
最
有
力
候
補
で
あ
る
Ｂ
―
６

号
の
品
種
特
性
を
見
極
め
て
下
さ
い
。

秋
作
そ
菜
品
目
に
つ
い
て

　

９
月
以
降
の
秋
作
と
４
・
５
月
の
春
作

で
は
、
日
照
時
間
が
異
な
り
ま
す
。
播
種

時
期
が
遅
れ
る
と
健
全
な
栽
培
が
難
し
く

な
り
ま
す
。早
生
玉
ね
ぎ
等
の
品
目
で
は
、

播
種
時
期
が
９
月
上
旬
と
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

９
月
か
ら
栽
培
す
る
そ
菜
品
目
は
秋
雨

の
影
響
に
よ
る
湿
害
・
病
害
の
発
生
対
策

を
考
慮
し
た
圃
場
作
り
も
大
切
で
す
。

【
９
月
に
播
種
・
定
植
が
お
勧
め
の
そ

菜
品
目
を
ご
紹
介
し
ま
す
】

◆
玉
ね
ぎ

　

９
月
上
中
旬
に
播
種
を
行
い
、10
月
下

旬
～
11
月
上
旬
の
定
植
と
な
り
ま
す
。早

い
時
期
で
の
定
植
、大
苗
の
定
植
は
、収
穫

量
を
減
ら
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。定
植

時
は
、小
さ
い
苗
を
選
抜
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

◆
小
松
菜
・
ほ
う
れ
ん
草

　

ハ
ウ
ス
施
設
で
の
栽
培
が
オ
ス
ス
メ
で

す
。
発
芽
・
発
芽
後
の
生
育
に
は
、
十
分

な
水
分
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
初
期
成
育

を
揃
え
る
為
に
、
播
種
後
は
パ
オ
パ
オ
等

の
被
覆
資
材
を
ベ
タ
掛
け
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
カ
ブ

　

乾
燥
後
に
、急
激
に
水
分
を
吸
収

す
る
と
割
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。降

雨
が
な
く
乾
燥
が
続
く
場
合
は
水
分

を
与
え
、圃
場
が
常
に
水
分
を
抱
い

て
い
る
状
態
を
保
つ
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。表
面
の
傷
の
ほ
と
ん
ど
は

キ
ス
ジ
ノ
ミ
ハ
ム
シ
に
よ
る
食
害
で

す
。播
種
時
に
土
に
混
ぜ
る
タ
イ
プ

の
殺
虫
剤
が
効
果
的
で
す
。

◆
ニ
ン
ニ
ク

　

土
作
り
の
際
は
、
苦
土
石
灰
を
十

分
に
施
し
、
黒
マ
ル
チ
を
使
用
し
、

地
温
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
生

育
途
中
に
は
、
株
元
か
ら
わ
き
芽
が

出
ま
す
の
で
、
出
て
き
た
わ
き
芽
は

か
き
取
り
、
と
う
立
ち
し
た
花
芽
も

早
目
に
摘
み
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
表

面
の
土
が
乾
燥
す
る
場
合
は
適
度
に

水
分
を
与
え
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
各
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー

又
は
、
各
地
区
担
当
指
導
員
ま
で
お

間
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
堀
金
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
主
任
　
保
尊
優
一
）

（
農
産
課
　
片
桐
寛
貴
）
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Hot Report

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
花
き
専
門
委
員
会

は
、安
曇
野
市
役
所
で
第
44
回
花
き

品
評
会
（
切
り
花
一
般
部
門
）を
開

き
ま
し
た
。同
所
で
の
開
催
は
４
年

ぶ
り
。

管
内
生
産
者
16
人
が
、９
品
目
１

１
４
点
の
切
り
花
を
出
品
。花
き
専
門
家
３
人

が
入
賞
作
12
点
を
選
出
し
、優
秀
賞
の
松
本
地

域
振
興
局
長
賞
に
は
上
條
秀
夫
さ
ん（
＝
豊
科
）

の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
が
輝
き
ま
し
た
。

営
農
経
済
事
業
部
農
産
課
に
よ
る
と
、今
年

は
小
菊
や
ア
ス
タ
ー
な
ど
、盆
花
の
開
花
が
例
年

よ
り
も
早
く
出
品
点
数
は
増
加
。ト
ル
コ
ギ
キ
ョ

ウ
の
生
育
は
終
盤
と
な
り
、出
品
点
数
は
減
少
し

ま
し
た
が
、カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
盆
花
を
中
心
に

華
や
か
な
品
評
会
と
な
り
ま
し
た
。

審
査
は
県
農
業
技
術
課
や
松
本
農
業
農
村
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
職
員
が
担
当
。草
姿
や
形

状
、病
害
虫
に
よ
る
傷
害
の
有
無
、芽
か
き
な
ど

の
栽
培
管
理
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど

を
審
査
し
ま
し
た
。

塚
田
高
裕
委
員
長
は
「
人
流
の
多
い
場
所
で

安
曇
野
産
花
き
の
品
質
の
高
さ
を
し
っ
か
り
と

Ｐ
Ｒ
で
き
た
」と
強
調
し
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
通
り
。か
っ
こ
内
は
地
区
名
。

（
敬
称
略
）

▽
優
秀
賞
＝
唐
澤
秀
昭
（
堀
金
）矢
口
博
茂

（
堀
金
）▽
優
良
賞
＝
望
月
勝
志
（
穂
高
）矢
口

博
茂
（
堀
金
）▽
金

賞
＝
栗
原
郁
雄
（
有

明
）唐
澤
秀
昭
（
堀

金
）逸
見
兼
良
（
梓

川
）太
田
明
久
（
堀

金
）▽
敢
闘
賞
＝
飯

嶋
俊
一
（
三
郷
）小

林
寿
次
（
堀
金
）北

林
秀
明
（
堀
金
）

松
本
市
梓
川
の
果
実
南
部
選
果

所
で
極
早
生
種
の
中
で
も
出
荷
量
の

多
い
「
夏
あ
か
り
」を
初
出
荷
し
ま

し
た
。凍
霜
害
の
影
響
で
出
荷
量
は

例
年
よ
り
も
３
割
ほ
ど
少
な
い
も
の

の
、酸
味
と
甘
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ

く
、夏
リ
ン
ゴ
ら
し
い
爽
や
か
な
味

わ
い
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

選
果
所
で
は
、９
人
の
選
果
員
が
手

作
業
で
1
個
ず
つ
傷
の
有
無
や
表
面

の
サ
ビ
、凹
み
な
ど
を
確
認
し
た
後
、選
果
機
の

セ
ン
サ
ー
で
色
、熟
度
や
大
き
さ
を
判
定
。「
特

秀
」、「
秀
」、「
優
」の
３
等
級
に
分
け
て
箱
詰
め

し
、首
都
圏
や
中
京
、地
元
市
場
に
７
３
０
ケ
ー
ス

（
１
ケ
ー
ス
＝
10
㌔
）を
出
荷
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
は
２
３
８
４
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー

ス
＝
10
㌔
）
を
首
都
圏
や
中
京
、県
内
市
場
に

出
荷
す
る
予
定
で
す
。選
果
前
に
は
目
揃
い
会

を
開
き
、営
農
経
済
事
業
部
果
実
課
の
小
林
鷹

文
営
農
指
導
員
は
「
果
実
全
体
を
よ
く
見
て
、

ゆ
っ
く
り
で
い
い
の
で
丁
寧
に
選
別
し
て
欲
し

い
」と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
り
ん
ご
部
会
の
西
牧
幸
則
部
会

長
は
「
度
重
な
る
気

象
災
害
で
非
常
に
苦

労
し
て
い
る
が
、部

会
員
が
一
丸
と
な
っ

て
良
質
な
リ
ン
ゴ
を

送
り
続
け
る
の
で
、

消
費
者
に
も
食
べ
て

応
援
し
て
も
ら
い
た

い
」と
述
べ
ま
し
た
。

梓
川
支
所
共
済
普
及
課
の
宮
島（
旧
姓
：
大
坪
）右
京
さ
ん
は
、令
和
５
年
度
特
別
国
民

体
育
大
会
軟
式
野
球
競
技
の
県
代
表
選
手
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。７
月
23
日
ま
で
の
選
考

会
を
経
て
、約
40
人
の
中
か
ら
選
抜
。10
月
に
鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
る
同
大
会
の
切
符
を

掴
む
べ
く
、８
月
下
旬
に
新
潟
県
で
開
か
れ
る
北
信
越
国
体
上
位
進
出
に
向
け
、毎
週
の
強
化
練
習
・

試
合
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

宮
島
さ
ん
は
小
学
２
年
生
か
ら
硬
式
野
球
を
始
め
ま
し
た
。大
学
ま
で
硬
式
野
球
を
続
け
平
成
30

年
４
月
に
入
組
し
、同
Ｊ
Ａ
野
球
ク
ラ
ブ
に
も
所
属
し
て
い
ま
す
。

入
組
時
の
最
高
球
速
は
１
３
０
㌔
台
前
半
で
し
た
が
、仕
事
終
わ
り
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
加
え
、２
～

３
年
前
か
ら
動
画
配
信
サ
イ
ト
「Y

ouTube

」で
現
役
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ

ー
の
前
田
健
太
（
＝
ツ
イ
ン
ズ
）投
手
の
取
り
組
み
や
考
え
方
を
研
究
し

た
こ
と
で
、現
在
は
最
速
１
４
２
㌔
ま
で
大
幅
に
球
速
を
伸
ば
し
、県
代
表

選
手
に
指
定
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

宮
島
さ
ん
は
「
家
族
や
チ
ー
ム
メ
イ
ト
、職
場
の
み
な
さ
ん
の
応
援
を

力
に
変
え
て
、活
躍
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し
た
。

組
合
員
や
役
職
員
の
み
な
さ
ん
の
力
強
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

管
内
で
最
も
収
穫
が
早
い
リ
ン
ゴ
の
極
早
生
種
「
恋
空
」
を
初
選
果
し
ま
し
た
。
令
和

５
年
産
は
春
先
の
凍
霜
害
の
影
響
で
サ
ビ
果
な
ど
が
見
ら
れ

る
も
の
の
、
夏
ら
し
い
甘
酸
っ
ぱ
く
て
爽
や
か
な
味
わ
い
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。

こ
の
日
ま
で
に
持
ち
込
ま
れ
た
約
１
．５
㌧
を
選
果
員
ら
が

傷
の
有
無
を
確
認
し
、
選
果
機
の
セ
ン
サ
ー
で
色
や
大
き
さ
を

判
定
。「
特
秀
」「
秀
」の
２
等
級
に
分
け
て
箱
詰
め
し
ま
し
た
。

選
果
し
た
約
１
５
０
ケ
ー
ス
（
１
ケ
ー
ス
＝
10
㌔
）
は
翌
日
、

首
都
圏
や
県
内
市
場
に
向
け
て
初
出
荷
し
ま
し
た
。

梓
川
支
所
く
み
あ
い
員
課
は
、
松
本
市
の
倭
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
夏
休
み
特
別
企
画
「
親
子
料
理
教
室
」
を
初
め
て
開
き

ま
し
た
。

親
子
で
夏
休
み
の
思
い
出
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い
と
企
画

し
、
６
家
族
、
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
課
の
那
須
野
郁
子
さ
ん
の
指
導
で
ピ
ザ
づ
く
り
に
挑
戦

し
、
出
来
た
て
の
ピ
ザ
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

信
州
生
ま
れ
の
リ
ン
ゴ　

極
早
生
種「
夏
あ
か
り
」出
番

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
野
球
ク
ラ
ブ
左
の
エ
ー
ス　

国
体
県
代
表
選
手
に
指
定

リ
ン
ゴ
シ
ー
ズ
ン
到
来　

極
早
生
種「
恋
空
」初
選
果

第
44
回
花
き
品
評
会　

生
産
者
の
技〝
光
る
〟

夏
休
み
特
別
企
画　

親
子
料
理
教
室
開
催

8月
2日

8月
3日

7月
23日

7月
27日

8月
1日

▲選果作業をする選果員

▲傷の有無をＪＡ職員㊨に確認す
る選果員

▲審査員による厳正な審査が行われました

▲国体県代表選手に指定された梓
川支所の宮島さん

▲好みのピザを仕立てる
参加者
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Hot Report 注目・期待！！ あづみトピックス

穂
高
支
所
は
、
安
曇
野
市
の
北
穂
高
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
の
倉
庫
内
及
び
駐
車
場
で
４
年
ぶ
り
に
「
北
穂
高
夏
祭

り
」
を
開
き
ま
し
た
。
１
支
所
１
協
同
活
動
の
一
環
で
、
組

合
員
や
地
域
住
民
と
交
流
を
深
め
、
対
話
活
動
の
充
実
を
図

る
た
め
企
画
。

Ｊ
Ａ
あ
づ
み
北
穂
高
女
性
部
員
の
育
て
た
ト
マ
ト
や
え

だ
ま
め
の
ほ
か
桃
や
プ
ル
ー
ン
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
先

着
１
０
０
名
限
定
で
か
き
氷
の
振
舞
い
、
先
着
50
名
限
定
で

風
船
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
企
業
の
協
力
に
よ
り
信

州
サ
ー
モ
ン
や
特
産
の
桃
、
そ
ば
セ
ッ
ト
、
ケ
ー
キ
な
ど
が
当
た
る
大

抽
選
会
も
実
施
し
、
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

安
曇
野
市
三
郷
温
の
果
実
中
央
選
果
所
で
、県
内
一
の
出
荷
量
を
誇
る
リ
ン
ゴ
早
生
種

の
主
力「
サ
ン
つ
が
る
」を
初
出
荷
し
ま
し
た
。昼
夜
の
寒
暖

差
に
よ
り
赤
く
色
づ
き
、食
味
は
上
々
で
す
。

選
果
所
で
は
、選
果
員
約
20
人
が
キ
ズ
の
有
無
や
色
を
確

認
し
、ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
載
せ
る
と
、セ
ン
サ
ー
や
カ
メ
ラ

が
果
実
の
糖
度
や
大
き
さ
、色
づ
き
を
自
動
で
判
定
。４
等
級

に
分
け
て
箱
に
詰
め
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、２
０
０
０
ケ
ー
ス
（
1
㌜
＝
10
㌔
）を
首
都
圏

や
中
京
、関
西
、九
州
、県
内
市
場
に
出
荷
し
ま
し
た
。中
生

種
の
主
力
「
シ
ナ
ノ
ス
イ
ー
ト
」は
10
月
上
旬
、晩
生
種
の
主

力「
サ
ン
ふ
じ
」は
11
月
上
旬
に
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
。

J
Ａ
あ
づ
み
管
内
の
住
民
で
つ
く
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｊ
Ａ

あ
づ
み
く
ら
し
の
助
け
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
あ
ん
し
ん
は
、

安
曇
野
ス
イ
ス
村
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
で
毎
年
恒
例
〝
あ
ん
し

ん
広
場
〟
全
員
集
合
！！
「
あ
づ
み
の
生
き
活
き
寄
席
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

組
合
員
や
会
員
な
ど
約
２
０
０
人
が
参
加
。
林
家
一
門

に
よ
る
落
語
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
活
気
と
大
き
な
笑
い

声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

安
曇
野
市
三
郷
の
小
倉
選
果
所
で
梨
の
早
生
種
「
幸
水
」を
初
選
果
し
ま
し
た
。生
育

期
の
高
温
・
乾
燥
に
よ
り
小
玉
傾
向
で
は
あ
る
も
の
の
例
年

よ
り
も
糖
度
が
１
～
２
度
高
く
、品
質
は
上
々
の
仕
上
が
り
。

初
日
は
、選
果
し
た
２
０
５
ケ
ー
ス
（
１
㌜
＝
10
㌔
）を
関
東

の
生
協
に
「
と
れ
た
て
便
」と
し
て
出
荷
し
ま
し
た
。

選
果
員
が
色
や
傷
の
有
無
な
ど
を
確
認
。機
械
の
セ
ン
サ

ー
で
大
き
さ
を
判
定
し
、等
級
別
に
箱
詰
め
。三
郷
地
域
営
農

セ
ン
タ
ー
の
小
林
将
士
営
農
指
導
員
は
「
気
象
災
害
に
よ
り

数
量
確
保
に
苦
労
し
て
い
る
が
、生
産
者
ら
と
協
力
し
採
れ

た
て
新
鮮
な
梨
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」と
意
気
込
み
ま
し

た
。

有
明
出
張
所
と
穂
高
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
は
、安
曇
野
市
穂
高
有
明
の
同
営
農
セ
ン
タ

ー
構
内
で
４
年
ぶ
り
に
「
有
明
地
区
夏
祭
り
」を
開
き
ま
し
た
。組
合
員
や
地
域
住
民
と
の

交
流
を
目
的
と
し
、Ｊ
Ａ
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
い
た
い
と
平
成
24
年
に
始
ま
り
11
回
目
。

総
代
や
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
、女
性
部
、Ｊ
Ａ
職
員
約
50
人
が
運
営
。

会
場
で
は
、約
40
㌔
の
安
曇
野
産
豚
の
丸
焼
き
や
ぬ
か
く
ど
ご
飯
の
振
舞
い
、桃
や
プ
ル

ー
ン
、ナ
ス
、き
ゅ
う
り
な
ど
旬
の
農
産
物
を
販
売
し
た
ほ
か
、

ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
く
じ
引
き
な
ど
の
夜
店
が
人
気

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

職
員
は
揃
い
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
着
て
、来
場
者
約
６
０
０
人
を
出
迎
え

ま
し
た
。ス
テ
ー
ジ
で
は
、童
謡
唱
歌
こ
だ
ま
の
会
に
よ
る
合
唱
や
シ
ャ
ベ

ラ
ー
ズ
26
の
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、地
元
の
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、安
曇
野
産
の
農
産
物
な
ど
が
当
た
る
大
抽
選
会
も
行
い
、当
選

者
は
特
産
の
桃
や
リ
ン
ゴ
、ブ
ド
ウ
を
受
け
取
り
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
産
米
の
初
検
査
を
前
に
、
安
曇
野
市
豊
科
の

本
所
で
農
産
物
検
査
員
の
任
命
式
を
開
き
ま
し
た
。
玄
米
・

大
豆
・
麦
・
ソ
バ
な
ど
の
農
産
物
検
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
検
査
員
に
は
、
営
農
指
導
員
を
中
心
に
13
人
が
任
命
さ
れ
、
千

國
茂
組
合
長
か
ら
辞
令
を
受
け
取
り
ま
し
た
。
玄
米
の
検
査
で
は
、

整
粒
や
水
分
、
品
位
を
見
な
が
ら
等
級
を
つ
け
ま
す
。

堀
金
地
域
営
農
セ
ン
タ
ー
課
長
代
理
で
指
導
的
検
査
員
の
勝
野
美

孝
さ
ん
は
「
高
温
で
胴
割
れ
米
な
ど
が
発
生
し
や
す
い
状
況
。
検
査

で
判
断
に
迷
っ
た
場
合
は
、
検
査
員
同
士
で
話
し
合
い
厳
正
に
検
査

し
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。

４
年
ぶ
り
北
穂
高
夏
祭
り　

多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
う

「
サ
ン
つ
が
る
」初
出
荷　

赤
く
色
づ
き
爽
や
か
な
味
わ
い

毎
年
恒
例「
生
き
活
き
寄
席
」　
〝
生
き
活
き
〟暮
ら
せ
る
里
づ
く
り

梨「
幸
水
」出
荷
ス
タ
ー
ト　
「
シ
ャ
キ
ッ
と
」と
れ
た
て
直
送

４
年
ぶ
り
有
明
地
区
夏
祭
り　

地
域
の
交
流
深
ま
る

農
産
物
検
査
員
に
13
人
任
命　

公
平
な
立
場
で
検
査
を

8月
8日

8月
4日

8月
20日

8月
21日

8月
17日

8月
10日

▲任命書を受け取る勝野指導的検査員㊧ ▲傷の有無や色づきを確かめ選果機
に流す選果員ら

▲傷の有無を確認し選果するスタッフ

▲農産物を買い求める来場者㊨▲林家一門による落語が披露さ
れ会場は笑いに包まれました

▲来場者で賑わう夏祭り
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ＪＡが発行するインボイスについて

消費税を「本則課税」で申告・納付されている組合員さんへ

10月1日から消費税インボイス制度がスタートします。ＪＡが発行するインボイスは次の通
りとなります。消費税を「本則課税」で申告・納付されている組合員さんにおかれましては
これらのインボイスを保存の上、申告をお願いいたします。

簡易課税で申告されている方、免税事業者の方につきましてはインボイスの保存は不要です
ので、ひきつづき、いままでの申告で利用した帳票の保存で構いません。

登録番号：Ｔ1234567890123

ＪＡが発行する書類のうち・・・

が記載されているものがインボイスになります

信用のお取引（振込手数料等）は・・・
手数料受取書、振込依頼書、後納手数料のご案内に登録番号が記載してあります。

振込依頼書の
場合はここに

記載
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ＬＰガス・・・
「検針通知・領収書」または「ＬＰガス使用量のお知らせ兼納品書（領収書）」

ＪＡでんき・・・
「ＪＡでんき使用量のお知らせ兼納品書（領収書）」

ＳＳ・・・納品書（領収書）
配送燃料・・・納品書

に登録番号が記載してあります。

燃料の購入は・・・

農畜産物の出荷に係る経費控除は・・・
園芸販売代金精算書、米穀検査票兼概算金明細書、販売代金精算書、最終精算通知書、
構成員振替通知書、畜産販売代金精算書、畜産物導入代金請求書兼通知書に登録番号が
記載してあります。

その他・・・

JAまごごろ宅配・・・月間ご利用日別集計表
その他、登録番号が記載してある納品書、請求書、領収書がインボイスとなります。
共済のお取引には消費税が含まれないためインボイスの発行はありません。

問い合わせ先・・・各支所・出張所・地域営農センター・売場

資材の購入は・・・

納品書、レシートに登録番号が記載してあります。

納品書の場合
はここに記載

毎月発行される購買品請求書はインボイスではありません
のでご注意ください。

重
要

重
要

毎月発行する購買品請求書はインボイスではありませんのでご注意
ください。
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10月31日（火）まで

３円/ℓ値下げ
「秋の農繁期にご使用される軽油・
米乾燥機用の灯油」に限り、特別値下
げをいたします。
生産者の皆様、是非ご利用ください。

＜ご用命・お問い合わせ先＞

灯油配送センター
（☎0263-72-7811）

家庭菜園向けの商品をご紹介します！JAファームみどりの店
　JAファームでは、家庭菜園向けの肥料や栽培管理資材な
どを豊富に取り揃えております。今月は植木・庭木・果樹・
大根・玉ねぎの専用肥料の特徴をご紹介いたします。右記の
家庭菜園のポイントも必見です！！！
　※ JAファームの商品価格は10％税込（総額）表示となっ
ております。

【お問い合わせ先】
ＪＡファームみどりの店
☎ 0263-73-7667

良質の腐植質有機入りで植木・
庭木におすすめ！腐植質有機の働
きにより、生育に必要な養分を長
期にわたり吸収させます。
秋の施肥により養分を補い蓄え
ます。

動物性と植物性がバランス良く
配合された良質の有機を含み、
持続性のあるマイルドな肥効が
あります。
秋の施肥により翌年葉を出し、花
を咲かせ、幼果をつけるための
養分を補い蓄えます。

ねぎ、玉ねぎの育成に必要なチッ
ソ・リンサン・カリをバランスよ
く配合。４０～５０日の間に少しづ
つ溶ける尿素が入っているので
肥効が長期持続します。

おいしい大根を作るのに必要な、
苦土、マンガン、ホウ素などの微
量要素をたっぷり含んでいます

農
機
の
点
検
整
備
は

万
全
で
す
か

～
農
繁
期
対
応
致
し
ま
す
～

い
よ
い
よ
稲
刈
り
の
時
期
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。農
業
機
械
セ

ン
タ
ー
で
は
、９
月
30
日
㈯
ま
で
、

日
曜
・
祝
日
も
休
ま
ず
農
繁
期
対

応
と
し
て
通
常
営
業
し
ま
す
。

（
天
候
状
況
に
よ
り
期
間
を
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農

繁
期
対
応
中
、
一
条
刈
り
バ
イ
ン

ダ
ー
を
レ
ン
タ
ル
致
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
利
用
下
さ
い
。

点
検
・
整
備
・
修
理
・
レ
ン
タ

ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
機
械

セ
ン
タ
ー
（
☎
73
―
６
８
８
６
）

ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

（
農
業
機
械
課
）

い
よ
い
よ
収
穫
期

レ
ン
タ
ル
バ
イ
ン
ダ
ー
を

　
　
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

本所共済窓口移転のお知らせ
現共済事務棟（本所東側建物）の解体工事に伴い、各種請求手続きな

どを行う共済業務の窓口を10月２日（月）から金融共済事業部貯
金課に移転いたします。

◆10月２日（月）から
　【金融共済事業部貯金課に移転】【本所共済窓口】

農繁期用配達軽油・灯油
特別値下げのお知らせ

（1袋10㎏）（1袋10㎏）

JAファーム

ねぎ・玉ねぎ専用肥料

2,1802,180円円

（1袋10㎏）（1袋10㎏）

JAファーム

だいこん専用肥料

2,2802,280円円

（1袋10㎏）（1袋10㎏）

JAファーム

果樹専用肥料

1,8001,800円円

（1袋10㎏）（1袋10㎏）

JAファーム

植木・庭木専用肥料

1,6801,680円円

家庭菜園の
ポイント
ホームページで
紹介しています

ＪＡファーム
栽培簡単マニュアル

で検索！

コードを読み込む
とホームページが
開きます
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すまいる情報チャンネル

～令和５年度 -６年度～
JAあづみの農業振興対策について

　ＪＡでは、今年度よりアスパラガスを振興品目に掲げ、2ヵ年に亘り「農業振興対策」を実施いたします。生産
者のみなさんにご活用いただきたく、ご案内いたします。
　下記の内容についてご不明な点等がありましたら、最寄りの地域営農センターまたは営農経済事業部農業企
画課（☎0263-72-2933）までお問い合わせください。

【農業振興対策】
支援区分 支援内容 補助内容・上限

そ菜振興対策支援 アスパラガス産地再生に向けた品目導入及び生産拡大 実費額の70％
（上限150万円／10ａ）

農業用ハウスの施設化・強靭
化支援

（アスパラガス以外）

園芸パイプハウスの新設
◆農業ハウスの新設
◆農業ハウスの強靭化・防風対策

実費額の30％
（上限50万円／10ａ）

スマート農業導入支援
◆アシストスーツ（重量負荷軽減補助機器）購入支援
◆Ｉｏｔ（遠隔管理・自動監視システム）
◆その他、普及が認められる機器

購入額の30％
（上限25万円）

みどりの農業支援

「みどりの食料システム」に沿った、農業のグリーン化
の取組み支援
◆土壌診断費用助成
◆脱炭素：バイオ炭、分解性マルチの活用への支援
◆その他、普及技術

取組実施者１名につき
（上限10万円）

その他共通振興対策　 新規就農者（就農3年未満）への応援費用
◆農地賃借料、備品、その他

新規就農者1名につき
（上限5万円）
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食と農の大切さを伝えますみんなのあした 食と農の大切さを伝えますみんなのあした

Ｊ
Ａ
・
農
家
巡
り
ツ
ア
ー
企
画

施
設
見
学
し
新
た
な
発
見

収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
う

４
年
ぶ
り
夏
の
収
穫
交
流
会

第
２
回
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
、
市

内
在
住
の
親
子
16
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
セ
ミ
ナ

ー
は
、
管
内
の
食
や
農
業
に
関
心
を
持
つ
、
お
お

む
ね
50
歳
ま
で
の
若
い
女
性
を
対
象
に
『
日
常
生
活
が
ち
ょ

っ
と
楽
し
く
な
る
』
を
テ
ー
マ
に
食
農
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
農
業
者
に
加
え
て
、
農
業
以
外
の
仕
事
へ
の
従
事
者

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
６
月
に
開
講
。
６
年

１
月
ま
で
に
計
６
回
の
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
「
Ｊ
Ａ
・
農
家
巡
り
ツ
ア
ー
」

を
企
画
。
Ｊ
Ａ
の
施
設
や
夏
秋
イ
チ
ゴ

ハ
ウ
ス
、
野
菜
農
家
の
畑
、
安
曇
野
市

堀
金
に
あ
る
株
式
会
社
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
エ

ー
ル
長
野
を
見
学
し
ま
し
た
。

高
機
能
肥
料
の
開
発
・
製
造
・
供
給
を

行
う
同
社
で
は
、Ｂ
Ｂ
肥
料
の
製
造
過
程

や
土
壌
診
断
の
様
子
を
見
学
。
同
社
担

当
者
は
Ｂ
Ｂ
肥
料
や
土
壌
分
析
の
仕
組

み
な
ど
を
説
明
し
、
「
自
分
が
育
て
る

場
所
、
作
物
に
あ
っ
た
肥
料
を
選
ん
で

欲
し
い
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば

Ｊ
Ａ
に
相
談
を
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、最
大
６
０
０
０
㌧
の
米
を
貯
蔵

す
る
北
部
低
温
農
業
倉
庫
を
訪
問
。Ｊ
Ａ

職
員
が
施
設
の
概
要
や
米
の
検
査
方
法

な
ど
を
説
明
し
、参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
た
ほ
か
高
さ
約
５
ｍ
に
積
み
上
げ
ら

れ
た
圧
巻
の
米
俵
を
見
て
、親
子
で
写
真

を
撮
る
な
ど
普
段
見
る
こ
と
の
出
来
な

い
景
色
を
楽
し
み
ま
し
た
。

生
産
者
と
消
費
者
が
収
穫
の
喜
び
と
農
業
の

楽
し
さ
、苦
労
を
分
か
ち
合
う
「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

は
、４
年
ぶ
り
に
「
夏
の
収
穫
交
流
会
」
を
開
き

ま
し
た
。「
ふ
れ
あ
い
農
園
」は
、生
産
者
と
消
費
者
が
お
互
い

の
立
場
を
越
え
て
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
始
ま
り
、今
年

で
29
年
目
と
な
り
ま
す
。Ｊ
Ａ
あ
づ
み
青
壮
年
部
や
女
性
部
、農

政
協
議
会
、コ
ー
プ
な
が
の
ら
が
協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、安
曇
野
市
堀
金
に
あ
る
同
園
に
コ
ー
プ
な
が
の

組
合
員
な
ど
約
50
人
が
集
ま
り
、５
月
か
ら
栽
培
管
理
し
て
き

た
ナ
ス
や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
、ト
マ
ト
な
ど
の
収
穫
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

収
穫
後
に
は
、同
市
堀
金
烏
川
に
あ
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
移
動
し
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
地
元
の
農
産
物
な
ど
を
味
わ
い
ま
し
た
。野
菜
は

同
Ｊ
Ａ
女
性
部
員
が
持
ち
寄
り
、丁
寧
に
下
ご
し
ら
え
を
し
て
提

供
し
ま
し
た
。

黒
岩
美
知
子
女
性
部
長
は
「
酷
暑
の
中
で
も
野
菜
を
収
穫
す

る
楽
し
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
と
思
う
。農
業
が
よ
り
身
近
な

も
の
に
な
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

7 月
27 日

8 月
19 日

▲暑い中でも楽しんで収穫作業を行い
ました

▲バーベキューで交流を深めました

フレミズ
セミナー

▲北部低温農業倉庫内を見学▲アグリエールの製造過程を見学

ＪＡあづみ
青壮年部

ＪＡあづみ
女性部
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笑顔あふれる輝く毎日あしたへのあんしん

夏
野
菜
が
沢
山
採
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。あ
ん
し
ん
の

里
「
楡
」で
は
、利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
夕
顔
で
か
ん
ぴ
ょ
う
を

作
り
ま
し
た
。ピ
ュ
ー
ラ
ー
で
上
手
に
細
く
引
い
て
竿
が
け
し
、

乾
燥
さ
せ
ま
し
た
。完
成
し
た
ら
煮
物
や
味
噌
汁
に
使
っ
て
皆

で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、七
夕
に
合
わ
せ
て
、笹
の
枝
に
利
用
者
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
た
飾
り

や
、思
い
思
い
の
願
い
を
書
い
た
短
冊
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。七
夕
の
歌
を
唄

い
、七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
っ
て
季
節
の
行
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。工
作
の
時
間

に
は
、願
い
事
を
書
い
た
短
冊
を
風
鈴
に
付
け
て
家
に
持
ち
帰
り
、ご
家
族
の
方

に
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
ん
し
ん
の
里
南
穂
高
で

は
、
壁
飾
り
の
模
様
替
え
を

始
め
ま
し
た
。
今
年
の
壁
飾

り
は
ひ
ま
わ
り
の
花
に
決
ま

り
、
黄
色
の
お
花
紙
で
花
び
ら
の
部
分
を
、

種
の
部
分
は
毛
糸
を
使
い
、
双
方
を
貼
り
合

わ
せ
て
ひ
ま
わ
り
の
花
を
作
り
ま
し
た
。
今

回
は
、
花
び
ら
の
先
を
尖
っ
た
形
に
す
る
事

と
種
が
細
か
い
の
で
、「
き
れ
い
な
形
に
す
る

の
が
難
し
い
ね
」「
の
り
が
手
に
付
い
て
や
り

づ
ら
い
ね
」
な
ど
と
話
し
な
が
ら
も
楽
し
み

ま
し
た
。

そ
し
て
、
先
月
に
続
き
旧
暦
に
当
た
る
８

月
７
日
に
も
七
夕
ま
ん
じ
ゅ
う
を
作
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
畑
で
収
穫

し
た
茄
子
を
具
材
に
使
い
ま
し
た
。
あ
ん
こ

と
違
っ
て
茄
子
は
形
が
あ
っ
て
固
い
の
で
包

む
の
に
だ
い
ぶ
苦
労
し
「
あ
ま
り
良
い
形
に

な
ら
な
か
っ
た
け
ど
美
味
し
い
ね
」
と
満
足

そ
う
に
召
し
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

『日　時』　9月20日（水）10時～12時
『場　所』　南穂高ふれあいセンター

（安曇野市豊科南穂高 2728-1）
『内　容』　福祉の専門家（介護支援専門員

・介護福祉士）が分かりやすく
相談に応じます。

福祉相談会のお知らせ

『ご予約・お問い合わせ』
　訪問介護事業所　　☎ 0263-72-2148
　居宅介護支援事業所☎ 0263-87-0380

令和5年度
「あんしんセミナー」のご案内
“自分のこと、ちょっと地域の事考えよう。

拡げよう地域の助け合い！”

月／日 曜日 演　題　　　講　師

5回 9月30日
午前10時～ 土

自分の健康を維持するため
に　健康づくりしませんか
講師：JA長野厚生連佐久総
合病院地域健康管理科保健
師長　杉田敏子さん
一般財団法人日本農村医学
研究所　主任研究員　柳澤
和也さん

〈セミナー会場〉
地域支え合いセンターあんしん

〒 399-8201　安曇野市南穂高 2728-1
参加費：各回 600円（一般 1,200 円）

8月7日、安曇野市の南穂高ふれあいセン
ターで第1 回生き活き塾を開講しました。
元日本協同組合学会会長の田中夏子さん
を講師に、協同組合の歴史や協同活動の大
切さを学びました。
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63

年金の専門家（社会保険労務士または年金相談員）
がわかりやすく相談に応じます。
夜間や週末も開催しております。お仕事帰りやお

休みの日にもお気軽にお越し下さい。

カリフローレ 	 100g
　　薄力粉 	 80g
　　パルメザンチーズ 	 20g
　　炭酸水 	 100㎖
　　塩 	 少々
サラダ油 	 適宜
ハーブミックス 	 適宜

応募締切
9月20日㈬必着

① ボンベを担いで――ダイビングを楽し
んだ

⑥ アンダー――の左腕投手
⑦ 収穫期の田んぼで金色に輝きます
⑨ 陶磁器はこの中で焼き上げられます
⑪ ――に敬老の日のプレゼントをもらっ

た
⑫「ギィー、チョン」と鳴く虫
⑭ 陽（よう）の反対語
⑮ 汁物をよそう食器の1つ
⑰ 十五夜に楽しむもの
⑲ ピラフにホワイトソースをかけて焼い

たもの
� 父と母のこと

① 十五夜に飾る植物
② 帰り道のこと
③ 葉はコアラの餌になります
④ 2 の 3――は 6
⑤ 必要以上に子どもを甘やかすこと
⑧ 羹（あつもの）に懲りて――を吹く
⑩ 発車――の新幹線になんとか乗り込ん

だ
⑫ 奈良や和歌山がある地域
⑬ 漢字で書くと竜胆。青紫色の花を咲か

せます
⑭ 台風――、よく晴れたね
⑯ 吉永小百合さんの場合はサユリスト
⑱ ml、mg の「m」
⑳ お金を借りると付くことも

応募総数通 48 通
　当選者　
安曇野市　菊池さん　安曇野市　荒井さん
松 本 市　三枝さん

A.8 月号の答え

二重マスの文字をA～Dの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

Q.

正解の中から抽選で３名
の方に、JA まごころ商品
券（1,000円分）をプレゼン
トします。

（毎月 20 日頃発送）

（1）A の材料を合わせ、 冷蔵庫に入れておく。
（2）カリフローレを小房に分け、（1）にくぐらせ、180 度に熱した

サラダ油で揚げる。
（3） キッチンペーパーで油を切り、器に盛り付け、上からハーブ

ミックス、パルメザンチーズ（分量外）をかけて出来上がり。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ E
サ ― フ ィ ン

材料（2人分）

作り方

カリフローレの
チーズフリット

（JA 広報通信より引用）

日　　時 場　所

9月12日（火） 9：00～15：00 豊科支所

14日（木）17：00～19：00 梓川支所

20日（水） 9：00～15：00 北穂高ふれあい
センター

10月16日（月） 9：00～15：00 小倉ふれあい
センター

　18日（水）17：00～19：00 堀金支所

  19日（木）10:00～15:00 大野川ふれあい
センター

  24日（火） 9:00～15:00 西穂高ふれあい
センター

Ａ
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編　集　後　記

用事が山積みでため息が出が
ち。ただ、思っているよりも
動けます。効率良く動いてあ
なたの実力をアピール

上昇運です。少し気がせくか
もしれませんが後半を待った
方がうまくいきやすいとき。
前半は準備に力を入れて

好調運。心配事は取り越し苦
労に終わりそう。抱え込まず
人に話すと楽になります。買
い物は計画性を発揮して

イライラすることが多そうで
すが改善へと向かう過程で
す。原因を調べて対処しま
しょう。協力者が現れる予感

調子に乗り過ぎてしまったと
思うことが。何でも 1 人でや
ろうとせず協力し合う方向で
検討してみて。金運は良好

責任ある役回りを引き受け
て。大変でもやりがいがあり、
人望を得られます。目標は大
きく持って。 買い物に吉

友人や知人との会話が楽しい
ときです。近場の人気スポッ
トを調べて足を延ばして。い
つもと少し違う日常にツキ

好調運です。ラッキーが舞い込
む予感。ピンチに思えることも
より活躍するためのきっかけで
す。前向きに捉えて

贈り物運あり。欲しい物をも
らえたりしそう。贈るのもお
勧め。すてきな買い物ができ
るでしょう。旅行の計画も◎

見られていることを意識して
行動を。注目を力に変えられ
ます。相談は年上の人にする
と吉。行動はスピーディーに

勢いがあり計画推進のチャン
スです。強気でいきましょう。 
人に頼るより自力でいった方
が満足のいく結果に

コミュニケーションが活性
化。情報がたくさん入ってき
ます。頼られても引き受け過
ぎないで。取捨選択が大事

スクラム 8月22日現在

〈8月29日開催〉
●令和５年度　地区別総代懇談会の開催について　他

●直売所「安曇野スイス村ハイジの里」登録会員／ 725

理事会報告

　この度、13 年ぶりに JA あづみの HP を全
面リニューアルいたしました。もうご覧になっ
ていただいた方はいかがでしょうか？？そうで
ない方もぜひご覧いただけると幸いです。毎日
アクセスしたくなるよう「新鮮な情報」
を少しでも早く、わかりやすく発
信したいと思います。　（Y・N）

ジ
ャ
ン
ボ
玉
ね
ぎ

コ
ン
テ
ス
ト
ユ
ニ
ー
ク

で
す
ね
！！！
今
年
は
お
隣
さ
ん

か
ら
と
っ
て
も
大
き
な
玉
ね
ぎ

を
い
た
だ
い
た
の
で
、
応
募
し

て
い
た
ら
ひ
ょ
っ
と
し
て（
笑
）

（
安
曇
野
市　

等
々
力
さ
ん
）

「
ハ
イ
ジ
の
里
」
を
よ
く
利
用
し

て
い
ま
す
が
、お
気
に
入
り
商
品

は
「
は
ち
み
つ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」で 

す
。豚
肉
も
お
買
い
得
。こ
れ
か
ら

も
良
い
商
品
を
揃
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

（
安
曇
野
市　

花
村
さ
ん
）

若
手
農
家
さ
ん
が
農
業
現
場

で
活
躍
し
て
い
る
記
事
に
は
元

気
が
出
ま
す
。
ト
マ
ト
が
採
れ

す
ぎ
て
あ
ち
こ
ち
に
配
っ
て
も

余
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
嬉
し
い

悲
鳴
で
す
！！！

（
安
曇
野
市　

長
岡
さ
ん
）

義
母
の
１
０
０
歳
の
お
祝
い

（
白
寿
）を
し
ま
し
た
。義
母
の

弟
や
妹
、子
、孫
、ひ
孫
ら
と
昔

の
写
真
を
見
て
は
嬉
し
そ
う
に

笑
っ
て
い
ま
し
た
。

（
松
本
市　

木
船
さ
ん
）

ホームページを全面リニューアルしました

ホームページ Instagram YouTubeX（旧Twitter）

【お問い合わせ先】
総務開発事業部総務課 
☎ 0263-72-2930

JA あづみのホームページを13 年ぶりに全面リニューアルしました。画像を多用し、文字は柔らか
みのある書体を用いるなど見やすさと親しみを重視した作りになっ
ています。

スマートフォンなどのモバイル対応はもちろん、過去３年間分のア
クセス分析から閲覧数の多かったコンテンツの情報発信を強化し、
サイト内検索などの新機能も採り入れ、新しく生まれ変わりました
ので、一度ご覧になられた方もそうでない方もぜひご覧ください。

SNS もチェック
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◆刈り取り ◆乾　燥

◆籾　摺　り

帯緑色籾歩合による収穫時期の判定をし、刈り遅
れのないようお願いします。刈り取りは1穂中に緑
色の籾が10粒ある頃から5、6粒残る程度が刈り
取り適期です。適期刈り取り作業により高品質生産
を目指しましょう。
JAでは最適な刈り取り期を定めるため、地区ご
とに出穂からの平均気温を積算温度計で調査してお
ります。詳しくは各地区営農指導員までお尋ね下さ
い。

急な乾燥は、胴割れ米の発生を助長しますので、
十分ご注意下さい。

籾摺り前に再度水分測定を行って下さい。また、
「アラ」の混入をしない調製をお願いします。

※品種別登熟積算温度（刈り取りはじめの温度）

品　　　　種 積 算 温 度
あ き た こ ま ち ８８０℃
も ち ひ か り ８８０℃
ミ ル キ ー ク イ ー ン ９００℃
コ シ ヒ カ リ ９００℃

品種
玄米水分

等級目標 整粒歩合
目標 限度

うるち米 14.5％ 15.0％ １等 80％以上目標

酒　　米 14.5％ 15.0％ １等 80％以上目標

も ち 米 14.5％ 15.0％ １等 80％以上目標

※コシヒカリは、仕分検査（整粒 75％以上と 74 ～ 70％）
を実施します。また、胴割粒の混入割合 5％仕分検査も同
時実施します。


